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世田谷区 

第二次男女共同参画プラン 

後期計画 
令和４年度~令和８年度 

多様な生き方を認め合い、自分らしく暮らせる せたがやをめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ３ 月  

世田谷区

概要版 
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計画の基本的な考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）男女共同参画社会の実現をめざすために、区の基本的考え方と課題達成のた

めの施策を明らかにするものであり、「世田谷区第二次男女共同参画プラン」

（平成 29 年度～令和 8 年度）を調整する計画です。 

（２）「世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例」に定

められた「行動計画」に該当し、男女共同参画の基本的施策を総合的かつ計

画的に推進するための計画です。 

（３）「男女共同参画社会基本法」に定める「市町村男女共同参画計画」であり、国

等の計画を踏まえるとともに、区の基本計画・実施計画、関連計画、DX 推進

方針等との整合を図っています。 

（４）「女性活躍推進法」に定められた｢市町村推進計画｣に該当します（基本目標Ⅰ

及び基本目標Ⅱ）。 

（５）「DV 防止法」に定められた「市町村基本計画」に該当します（基本目標Ⅲ）。 

（６）区の地域防災計画との整合を図りつつ、災害対策における男女共同参画を進

めるための計画です。地震や豪雨災害、そして、このたびの新型コロナウイ

ルス感染症拡大の経験を踏まえ、平常時や緊急時における、地域社会での男

女共同参画の視点に立った取組みを推進します。 

 

区では、平成 25 年 9 月に議決された世田谷区基本構想の九つのビジョンのなか

で、「個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、多

様性を認め合い、自分らしく暮らせる地域社会を築いていく」としています。この

基本構想の考え方を踏まえ、区では男女共同参画社会の言葉の定義を「男女だけで

はなく多様な性を含めたすべての人が尊重され、参画できる社会」とし、「世田谷

区第二次男女共同参画プラン」を策定しました。また、平成 30 年には、「世田谷区

多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例」を制定しました。 

「世田谷区第二次男女共同参画プラン後期計画」は、「男女だけではなく多様な

性を含めたすべての区民の人権が尊重され、自らの意思に基づき個性と能力を十

分発揮することができる男女共同参画社会」をめざし、国や都、国際的な動きと連

動させながら、地域に最も身近な基礎自治体として、区の地域特性を踏まえたさま

ざまな取組みを、区民、地域団体、事業者等と連携・協働して庁内横断的に推進す

るために策定するものです。 

計画の趣旨 

計画の性格・位置づけ 

○「男女共同参画」は持続可能な共生社会をつくるために必要です 

○「男女共同参画」は、「せたがや」に豊かな地域社会を築くことにつながります 

○「男女共同参画」を「我が事」としてとらえ、みんなで進めていくことが必要です 
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令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

なお、今後の情勢等に大きな変動が生じた場合、必要に応じて計画の見直しを

行うなど、柔軟な対応を講じていきます。 

計画の期間 

 

 

基本理念 

 

 

 

視点 
基本理念「一人ひとりの人権が尊重され、自らの意思に基づき、個性と能力を

十分発揮できる、男女共同参画社会の実現」に向けて、基本目標ⅠからⅣまです

べてを貫き通す次の「３つの視点」を掲げます。  

 

（１）人権の尊重 
性別などを理由に差別されることなく、多様性を認め合い、人権が尊重され、

すべての人が尊厳をもって生きることができる社会の実現をめざします。 
 
（２）固定的な性別役割分担意識の解消 

「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識にとらわれること

なく、自らの意思に基づいて個性と能力を発揮し、多様な生き方を選択すること

ができる社会の実現をめざします。 
 
（３）あらゆる分野における男女共同参画 

あらゆる分野の活動において男女がともに参画し、責任を分かち合う社会の実

現をめざします。 

 

計画の基本理念と視点 

一人ひとりの人権が尊重され、自らの意思にもとづき、  

個性と能力を十分発揮できる、男女共同参画社会の実現  
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計画の体系 

一
人
ひ
と
り
の
人
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基本目標 

あらゆる分野
における 

男女共同参画 
あらゆる分野の活 

動において男女が 

共に参画し、責任 

を分かち合う社会 

の実現をめざしま 

す。 

人権の尊重 
性別などを理由に 

差別されることな 

く、多様性を認め 

合い、人権が尊重 

され、すべての人 

が尊厳をもって生 

きることができる 

社会の実現をめざ 

します。 

 

固定的な性別
役割分担意識

の解消 
「男は仕事、女は

家庭」といった固 

定的な性別役割分 

担意識にとらわれ 

ることなく、自ら 

の意思に基づいて 

個性と能力を発揮 

し、多様な生き方 

を選択することが 

できる社会の実現 

をめざします。 

世田谷区配偶者等暴力防止基本計画 

基本理念・視点 課題 

基本目標Ⅰ 

あらゆる分野
における女性

活躍推進 

世田谷区女性活躍推進計画 

１ 固 定 的 な 性 別 役 割 分 担
意識の解消 

２ 女性の活躍推進と政策・方針
決定過程への女性の参画促進 

３ 女 性 の キ ャ リ ア 形 成 と
多様な働き方の支援 

４ ワーク・ライフ・バラン
スの普及・啓発 

５ 男女がともに家事、育児、
介護を担える支援の充実 

 

６ 防災・地域活動等への参
画促進 

７ 配偶者等からの暴力(DV)
の防止と被害者支援の充実 

９  暴 力 を 容 認 し な い 意 識
づくり 

８ 性犯罪・性暴力の防止と
被害者支援の充実 

11 ひとり親家庭等が安心し
て生活できる環境づくり 

 

10 性 差 に 応 じ た こ こ ろ と
身体の健康支援 

  支援 

12 性的マイノリティ等多様
な性への理解促進と支援 

 

基本目標Ⅳ 

多様性を認め合
い、尊厳をもって
生きることがで
きる社会の構築 

 

基本目標Ⅲ 

暴力やハラス
メントのない
社会の構築 

推進体制 

男女共同参画
社会の実現に
向けた方策 

基本目標Ⅱ 

ワーク・ライ
フ・バランス
の着実な推進 

方策 1 男女共同参画センター 
    「らぷらす」の機能の充実 

方策 3 推進体制の整備・強化 

方策 2 区職員の男女共同参画推
進 
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①性犯罪・性暴力被害者への区の支援 ②国や東京都の施策との連携 

①暴力の未然防止と早期発見 ②相談体制の充実 ③被害者の安全確保と体制整備 ④被害者支援の充
実 ⑤被害者の中長期的支援（生活再建の支援） ⑥被害者の子どもへの支援 ⑦支援体制の充実と関
係機関との連携強化 ⑧高齢者、障害者、外国人の被害者への支援 ⑨男性、性的マイノリティの被害
者への支援 ⑩DV 被害者支援と児童虐待防止の連携強化 
 

①人権尊重と暴力防止の意識づくり ②学校における人権教育の推進 ③性暴力・ストーカー行為等暴 
力防止の意識づくり ④職場等におけるハラスメントの防止 

①疾病予防、健康づくりの推進 ②こころの健康対策 ③親子の健康支援 
④年代に応じた性教育の普及 

①ひとり親家庭への相談・情報提供の充実 ②ひとり親家庭の親への就労支援 
③ひとり親家庭への生活支援 ④ひとり親家庭の子どもへの支援 

①就労・災害時等における性的マイノリティへの支援  ②区民や事業者の性的マイノリティへの理解の
促進 ③同性パートナーシップに関する取組み  ④性的マイノリティの相談体制・居場所づくりの整備
⑤区職員・教育分野等における理解促進 ⑥多様な形の家族の支援 

①地域と共に男女共同参画を推進するための仕組みの強化と体制の充実  ②区民・団体・地域の支援者が
主体となった多様な交流の場・機会の充実 ③地域との連携・利用促進のための情報発信の強化 
④講座・研修、情報収集・提供、相談機能の横断的展開 

①「世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例」に基づく推進体制の整備  
②国や都、他自治体との連携強化 ③男女共同参画に関わる市民活動団体の育成 ④市民活動団体との
連携・協働の推進 

①区職員・教職員の男女平等意識の向上 ②庁内の管理監督的立場への女性の登用 
③区職員の仕事と生活の両立支援 

施策 

①情報提供・啓発活動の充実 ②男女共同参画に関する男性の理解の促進 ③教育分野における啓発 
④家庭や地域における男女平等教育・学習の充実 ⑤職場における男女平等意識の向上 
⑥意識調査による実態の把握と啓発 

①事業者に向けた女性の活躍推進のための意識啓発 ②審議会等の女性登用率の向上 
③事業者への支援 

①女性の就労・再就職支援 ②女性のキャリア形成、キャリア教育の推進  
③女性が少ない分野への女性の参画支援 ④非正規雇用の女性等への支援 

①ワーク・ライフ・バランスの考え方の普及 ②事業者への働きかけと支援 
③多様な働き方の支援 ④男女の育児・介護休業の取得促進 
⑤「区内企業の男女共同参画に関する意識・実態調査」等による実態の把握と啓発 

①保育等の拡充 ②育児に関するサービスの充実 ③子育て世代への支援  
④地域・地区での子育て支援 ⑤介護者への支援 ⑥男性の家事・育児・介護等への参画支援 

①防災・災害復興の分野への女性の参画促進  ②地域活動への参画支援 ③地域活動における女性リー
ダーの育成支援 ④男性の地域活動への参画支援 ⑤高齢者の社会参画の促進 
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プラン見直しの視点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の基本目標  

  

「男女共同参画社会基本法」では、「男女が、社会の対等な構成員として、自ら

の意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、も

って男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、

かつ、ともに責任を担うべき社会を形成すること」を目標としています。 

また、世田谷区基本計画で掲げる「多様性の尊重」とは、一人ひとりが自分らし

く生き、すべての人が尊重される社会の実現に向け、多様性を認め合うとともに、

人権課題への理解を深め、あらゆる人権侵害の根絶を目的とした取組みです。 

このような社会の実現のために、男女共同参画の視点から、すべての女性が自

らの意思によって社会のあらゆる分野で活躍し、個性と能力を十分に発揮するこ

とができる環境づくりを進めます。 

後期計画では、新たに、コロナ禍で困難を抱えていることが明らかになった非

正規雇用の女性や若年女性に対する支援にも取り組みます。 

基本目標Ⅰ あらゆる分野における女性活躍推進  

少子高齢社会の進展や共働き世帯の増加などにより、家庭生活において男女

がともに育児や介護などを担うことが求められています。また家庭生活の充実

とともに社会貢献としての地域活動への参画などへの関心も高まっています。

このような社会情勢の変化を踏まえ、長時間勤務や転勤が当然とされている労

働慣行を見直すことで、男女がともに家庭や地域に参画できる「仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）」がとれた社会をめざします。  

後期計画では、新たに、テレワーク等多様な働き方の支援や、法改正で義務

化された職場におけるハラスメントの防止の強化にも取り組みます。 

基本目標Ⅱ ワーク・ライフ・バランスの着実な推進  

（１）実効性の高い計画とする目標設定と手法の見直し 

（２）固定的な性別役割分担意識の解消と行動変容を促す施策の充実 

（３）コロナ禍の影響等でさまざまな困難を抱える女性への支援の拡充 

（４）暴力・ハラスメントに対する包括的な支援体制の構築 

（５）尊厳と多様性が尊重される施策の充実 

（６）世田谷区の特性に合わせた推進体制の拡充 
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計画の推進体制 
 

 

 

 

  

世田谷区基本構想では、「個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、国籍、障害の有無

などにかかわらず、多様性を認め合い、自分らしく暮らせる地域社会を築いてい

く」というビジョンを掲げ取組みを進めています。 

このような地域社会の形成に向けては、男女だけでなく多様な性の「心」と「か

らだ」の違いを互いに理解し合い、自己への肯定的な認識を深めながら、他者に対

する思いやりをもって生きていくことが前提となります。また、障害のある女性や

ひとり親家庭の母親など、女性であることで複合的に困難な状況に置かれている

場合があることにも留意が必要です。 

生涯を通じた男女の異なる健康上の問題への留意や「リプロダクティブ・ヘルス

／ライツ」の視点を持つとともに、ひとり親家庭の直面する生活上の困難な状況へ

の支援や性的マイノリティの抱える生きづらさへの理解・支援を進め、人権尊重の

社会の構築をめざします。 

後期計画では、「世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進す

る条例」の施行を受け、区民や事業者における性的マイノリティへの一層の理解促

進、区の施策の充実、多様な形の家族の支援にも取り組みます。 

基本目標Ⅳ 多様性を認め合い、尊厳をもって生きることができる社会の構築 

方策１ 男女共同参画センター「らぷらす」の機能の充実 

方策２ 区職員の男女共同参画推進 

方策３ 推進体制の整備・強化 

日本国憲法においては個人の尊重と法の下の平等がうたわれ、「DV 防止法」で

は、「配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である」とし

て、「人権の擁護と男女平等の実現を図るためには、配偶者からの暴力を防止し、

被害者を保護するための施策を講ずることが必要である」とうたっています。 

しかしながら、配偶者等からの暴力、ストーカー行為をはじめ、女性への人権侵

害は今なお深刻な社会問題であり、男女平等の実現の妨げとなっています。 

後期計画では、DV の防止や被害者支援について、関係機関や民間団体との連携・

協働による支援を充実させ、また新たに、国の性犯罪・性暴力対策の強化の方針に

沿った性犯罪・性暴力の防止と被害者支援の充実にも取り組むことで、あらゆる暴

力の根絶をめざします。 

基本目標Ⅲ 暴力やハラスメントのない社会の構築  
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数値目標 ※計画の達成状況をより明確にするため、数値目標（１～12）に副次的な数値目標（Ａ～Ｇ）を追加します。 
  指標  実績  直近 の 実績  目標 （令和８年度） 

基

本

目

標

Ⅰ  

１  区の 審 議会 等 の 女性 の 占め る 割合  
平 成 28 年 度  

30.9％  

令 和 3 年度   
4 月 1 日 現在  

34.7％  
40％  

２  
庁内の管理監督的立場(部長・課長級及び係

長級)の女性の占める割合 

平 成 28 年 度  

34.2％  

令 和 3 年度  
4 月 1 日 現在  

38.4％  
（管 理 職： 18.9％） 

40％  

(管理 職 ： 30％) 

３  
固 定 的 な 性 別 役 割 分 担 意 識 の 解 消 が

必要 だ と考 え る 人の 割 合  

平 成 26 年 度  

73.3％  

令和 元 年度  

81.5％  
85％  

Ａ  
女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動

計画」を策定・公表している区内事業所数 
－  

令 和 3 年度  
（12 月 28 日 時 点） 

73 件  
150 件  

基

本

目

標

Ⅱ  

４  
区内 事 業所 に お ける ポ ジテ ィ ブ・ア ク

ショ ン の認 知 度  

平 成 27 年 度  

45.3％  

令 和 2 年度  

40.7％  
80％  

５  
仕事と家庭生活をともに優先している人

の割合 

平 成 26 年 度  

24.1％  

令和 元 年度  

24.4％  
35％  

６  町会・自治会長における女性の割合  
平 成 28 年 度  

8.6％  

令 和 3 年度  
4 月 1 日 現在  

16.0％  
20％  

Ｂ  
両親学級・ぷれパパママ講座における男

性の参加人数・参加率 

平 成 28 年 度  
平日 796 人（26.3％） 
休日 1,470 人（49.8％） 

令和 元 年度  
平日 694 人（32.7％） 
休日 1,345 人（49.6％） 

平日 1,070 人（45.0％） 

休日 2,000 人（50.0％） 

Ｃ  
ワーク・ライフ・バランスに「既に十分に取
り組んでいる」と考えている事業所の割合 

平 成 27 年 度  
6.6％  

令 和 2 年度  
14.8％  

20.0％  

基

本

目

標

Ⅲ 

７ 
ＤＶ防止法の認知度（「法律名も内容も知
っている」と回答した人の割合) 

平 成 26 年 度  
34.3％  

令和 元 年度  
30.7％  

60％  

８ 
「DV が 100％加害者に責任があり、許せな

いものである」と考える人の割合 

平 成 26 年 度  

51.0％  

令和 元 年度  

54.0％  
80％  

９ デート DV の出前講座実施校数 
平成 27 年度 

 中学校：6 校 
高等学校：4 校 

令 和 2 年度  
 中学校：6 校 
高等学校：0 校 

 中 学 校： 10 校  
高等 学 校： 10 校  

D 
区職員へのＤＶ防止研修の実施回数・参

加人数 

平成 28 年度 
実施回数：1 回 
参加人数：51 人 

令和 2 年度 
実施回数：1 回 

参加人数：40 人 

実施 回 数： 2 回  

参加 人 数： 80 人  

Ｅ 
パワーハラスメント防止対策義務化の認

知度 
－ 

令和 2 年度 

57.9％ 
90.0％  

基

本

目

標

Ⅳ 

10 がん 検 診の 受 診 率  

平成 27 年度 

子宮がん 23.6％ 
乳がん  25.4％ 

令和 2 年度 
子宮がん 25.7％ 
乳がん  23.7％ 

計画 策 定時 の  
実績 以 上  

11 ひとり親家庭の養育費相談の実施 
平 成 28 年 度  

9 回  

令 和 2 年度  

7 回  

利用 者 数 30 人  

計画 策 定時 の  

実績 以 上  

12 「性的マイノリティ」という言葉の認知度 
平 成 26 年 度  

70.0％  
令和 元 年度  

88.8％  
90％  

Ｆ パートナーシップ宣誓の認知度 －  

令和 元 年度  
区民 ： 30.4％  
令 和 2 年度  

企業 ： 26.5％  

区民 ： 45.0％  

企業 ： 40.0％  

Ｇ 
性的マイノリティへの人権施策等が必要

だと考えている人の割合 

平 成 26 年 度  

70.0％  

令和 元 年度  

74.6％  
80.0％  
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